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地域文化協同と子どもたち

「ぞうれっしゃがやってきたほコンサートの

　　　　取り緩みに関わる聞き取り調査より・

鈴木庸裕性活指導謝

i　はじめに

　子どもたちを地域における文化活動の主体へと

育てていくために、大人（父母・教蔀／がいかな

る鷺与をおこなうべきか。こうした課題は鍵来、

地域文化活動の重要な柱であっただけでなく、近

年では地域文化協瞬の課題となって新たな動陶を

打ち饑している。その中で、全麟各地で取り績ま

れている「ぞうれっしゃがやってきた」コンサー

トは子育て協織・地域教育文化運動の、と参わけ

地域文化翻造の表現文化と地域主体形成を問う新

たな手がかりとなってあらわれている。

　本報各では、地域の文化が人と人とをつなぎ、

またその文化を人々が育てていく遍程において、

子どもと大入、父母ともどもの生活圏を豊かにして

いくという課題に対し、大騒i府寝屋海諜｝で欝綴隼

3月に取り纏まれたド愛と単離のコンサート・ぞう

れっしゃがやってきたゴの聞き取讐講義の記録を

もとに分析検討をおこなってみた。ここでば、とく

に縫き取り調査の言置録をできるだ吾ナ再現すること

によって、これまで概繕的な紹介にとどまってい

たこの活動を資料的癒纏のあるものとして麗き取

参記録〈資料〉1こまとめ、そしてこの実践が父母・

大人、教麟の文亀艶麗与という地域の文化協潟の

取鯵総みで果たす佳麗を瞬らかにしょうとした。

現段踏ではこうした記録は貴重であると思われる。

　この「聞き取滲講査」は、寝屋瞬教育開題…綴蓋

（後に発展した大皺教育文化センターによる子ど

も・教育開題総合調査／のiつのプロジェクトと

して、欝鍵隼3騒に座談会形式で実施したもので

あ陰、大阪音楽大学の大繭哲彦氏らとともに企遜

および準備をおこなった。なお、この調査よ吟得

られた饑き取り記録〈資料〉については、紙面の

弱係上ならびに読み場さを考え、小冤幾しをつけ、

文意を撰ねることなく若干の修歪を擁えた。その

文責はすべて筆者にある（鐵癖者の所羅は当時の

ものである。／

2　地域文化活動における「ぞうれっ

　しゃがやってきた」の位置

（i／「ぞうれっしゃがやってきた藩とは

　合曝緩麟ヂぞう蕊っしゃがやってきた」が聾86

隼3月に名書鬘帯教育センターで鋳潰されて韓年

近くなる。その鶴、数十人からi千人をこえる人

数規模で年弱多い年で1驚渥以上といわれる公演

が全醗各地で、教育や子育て縫係者、父母、青隼、

子どもの手によってなされてきているむこれは、

小鐡縫同氏猿作の絵本謬ぞうれっしゃがやってき

た遜（岩購書鷹、ig83年〉をもとに、濤水購雄氏の

作詞、藤村記一郎氏（愛知子どもの幸せと平秘を

腰う合曝羅〉の作懸によって生まれた金曜購成で

ある。この修品をベースにして地域の霧子合唱麟

はもとよ蓼、学童保育や子ども会、学級・学校、

施設での文化行事活動にも取り入れられ、ある雛

は野うたごえ」「合唱」という表現文化活動を越え

て、平稲や地域の学習、親子活動を含めさまざま

な地域・教育・文化の「擁点」ともいえる活動に

まで成長している。

　この「ぞうれっしゃ」のあらすじは下記の選管

である玉｝。また、合曝の購成は「サーカスのうた」

「ぞうを売らな魏で」「雪よふるな」F動物露へよ

うこそ∫動物を殺せ∫悲しみの轟「いくさの終
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わる5までゴ「本物のぞうが見たい3ゼぞうをかし

てくださいゴ「ぞうれっしゃよはしれ3「平報とぞ

うと子どもたち」（穏88年§月改｛乍を含む〉となっ

ている。寝羅謝の活i勤では、合曝緯懸のコンサー

トのみならず、合曝のソ麗部分の麟化や空襲、こ

ども議会の場面を再現するなど権威麟やアトラク

ションを篠入している。

　　　　　　　　　あらすむ
　サーカスから東霞勧劾獲にやってきた4頭づ）ぞう、アざ
ド

iン、エル薮マカ二一、キーコは子どもたち♂）人気養。でも

1戦争が激しくな導、各地の勧霧欝では動霧たちがつぎつぎと

1　殺されていきました尊そんな申で名告灘の棄震動霧嚢では、

　龍王嚢長さんを先頭紅ぞうたちを必死で寒参ねいたのです。
ヒ

1そして、戦争が終わったあと、隻きのびた2頭のぞう、マカ
ぎ

i二一とエルドを見たいという子どもたちの夢を乗せた特雛
1娃立てのザぞうれっしゃ」が全盤各鞄から名告羅へと晦かっ

　て建ったみです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛
／2／史実に関する箸干の補足一一ヂこども議会達

　総年代中盤以降、享受としての文化から麟造・

再生としての文化という志繕が急速に鉱がってい

く蕎景毒こは、地球環境問題や平壌・戦争問題とい

う類釣な生活課題に多くの人々が関心を寄せばじ

めた点にあるゆごうした志露はこれまでの身の懸

箏の文化さえをもみずからの生き方とから家せて

酸変して恥く表現活動として表饑してきている。

とくにこの「ぞうれっしゃがやってきた」がひろ

がる要霞紅ついて、原作養の小串氏は今蒙の被会

における平穣と買主主義に嬉する危機感や史実の

もつすばらしさ、合唱纏懸の作品としてのすばら

しさ、葭子が一緒紅なっておこなうことのすばら

しさ、つく移あげる過程における覆い手の主体形

成などを挙げている鱒。そのうち、以下に述べる開

き取り記録にはあらわれてこない点、と鯵わけ史

実に絞っていうと、2頭の象を守った動物1嚢罎長

などの様子の飽にヂ本麹のぞう讃見たい」と東京

から名書屋まで千敷面1人の子どもをi乗せた象　彗車

を運行させた東京都の「こども議会」の存在があ

る。　この「こども議会」と子どもたちの行動紅つ

いて当鋳の新鷺報道をもとに揺むと次のようにな

る。つま参、東京こども議会はigき§年5緯6嚢に

「子どもたちに議会敢治のあ警方をわかってもら

おう3という醤的で棄窟都と都教育委員会が弱催

した「マメ議員壼総名の議会である。（朝馨新鷺、

i§｛疑｝年玉2弄彗

溝隼5月7獲醤“〉。「上野の吉賀勃勃羅長が侮度も

建を運んでもまだ鷲鼻がつかぬ東出勤務羅の象さ

んにたまりかねた棄東都台東区子ども議会では上

野中学一年大懸敏雄蓉、第二錘範餐属中学原蟹嚢

子さんの二人を代表として名書渥毒に選挙塚本毒

長にお顯いしたあと五翼の名毒（名書盤毒一筆

考〉こども議会紀鐵鷹、こどもはこども瞬士でと東

京の子たちのゆめにまでみる象を見たい気持ちを

訴える．なお名鉄馬（名告屋鉄道局一筆者／で

は粟窟のこどものために特購粥車を逢らせ東山勤

梅騒で心ゆくまで象の農芸などを見せる諸が進め

られている葦（中段新臨、欝§9隼5月8霧付〉。

　その後、象を名古麗から東京まで移送すること

が残難であった参　（この件については名古屋のこ

ども議会の二人の生経が棄京へ「お詫び涯に行っ

ている。なお、このとき参議饒癖生委員会は東京

の子どもから鐡されていた象輸入講類書を満場一

致で採摂している／（鞘欝新聞、同年5繕蔦縫付〉、

遜に東京からも学校を休むことや蕨費の開題から

ひとまず中庸になるが（朝欝新聞、疑年6月隆欝

付／、名古麗毒教育委員会からの東京都への要請な

どもあり、6月2§暮、東京からi，縣§人の晃童生望建

を乗せた「象髭学粥毒」が名書屋駅に到着してい

る（朝欝新聞、同年6月27印書／。なお、その後上

野i勤鞍多猿1では子どもたちからの講瀬要求喜こよ参イ

ン詳から象の輸入を実現している。

　このεぞうれっしゃがやってきたゴは、こうし

た戦後子ども・教青史のやや隠れた一面としての

史実をもとに、理代の子どもたちに自穰と勇気の

メッセージをおくっていると考えられる。

3　地域文化協同の取鯵緩み一一聞
　き取事ナの記録

　このコンサート終了からiヵ月後、寝屋簿霧海

で主な実行委員に集まっていただきおこなった聞

き取箸の語録が以下の〈資料＞である。なお、公

漢までのほぼi年間におよぶ取り纏みについて

は、実行委員会や事務羅会議、構窒活動、構成メ

ンバーとその動きなどをもとに本報告末の〈表〉

にまとめてお雛た。
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く資料〉

　　取馨績み葭後の感想から

一鈴木（鑓会〉

　このゼぞうれっしゃ」の取静纏みが大きな絞功

をおさめました。～つグ）文癒的な企懸が成功する

善こは、いろんな条件がい警ます。この地域の条件、

と今くむ人々の熱意、それから企懸の観客など擾

雑に総み合っていると悪い家す。そういうも硲を

みなさん方から鬱して躰ただくため紅集まって躰

ただきこの会合を難ずことにな彗ました。露己紹

介をかねてお錘嚢窮します。

一学童の振導量をしている飯禽です⑪

　私は、学童深青連縷協議会からこういう取む緩

みがあるんだけど取箸績む学童慧あ鐸豪せんかと

声をかけていただいて、「ぞひや穆たい」と私とも

う一人の旛導暴との二人の懇騨ではじめさせても

らいました。父無の会紅もや讐たいのだけどとお

誌させてもらったら、ヂまあ、そんな轟錠先生が誉っ

てくれるのだったら」という感じで、父母の会の

完fと一緒紅はじめました。最構、私らがひつばっ

ていきましたが、叢終的には子どもらがひつばっ

て、私らもひつばられて緩もひつばられて、すご

くい窮コンサートやったなあと懇．窮ます。

一瀧の霊小学絞の教鑛をしています縫野ですゆ

　私は実行委舞会σ）事務矯を握当していました。全

蟹的な［ぞうれっしゃ雌の盛警士が鯵から、寝麗繕

でもやろうということではじめたんです。いま、ど

うしてこの「ぞうれっしゃ」がこんなに広がったの

かを、ずっと寝屋繕でやってきた人たちの護や露

分の体験してきたことから考えてる最中なんです。

一寝渥緯の子ども縫題連絡会の麟燦です。

　寝屋購には22の学童があ吟ますが、その内§学

童、半分弱が参撫していました。これはやつぱむ

すごいと思うんです。金離来たらそれこそ齢書名。

やつぱ彗子どもを音楽など文化活動紀馨っ張って

これるカが学童舞：畜きこはあると悪騒ましたね⑪や

ってる競も癒導の先隻も、そんなこと懇ってない

かもしれませんが、遂紅霞うと学童じゃない子ど

もたちをここまで集めるというのは大変な事なわ

曇です。それだけ家鍍や子どもたちがパラパラに

なってると思いましたね。

一学童舞毛膏の父母の内海といいますむ

　この合唱に麗わったの慧、さっき叛倉さんがい

われた学童鎌奮連諮縮議会の響びかけがあったか

らです．私の場合、父羅の後憂会でこれをどうす

る毒》i譲合ったんです。｛業はもともと数力婁好きなん

で、「よし、やったろか」という気で復員会にかけ

たんです。はじめ賛競は縷られませんでした。「そ

んなしんどいこと義灘さんやめてくれノそうでな

くても縷隷しんどい」という意見が大半を露めた

んです。けれ．ど、意義を訴えるとεまあ、講灘さ

んがそんなに言うのだったらいっぺん禿生に頼ん

でみる」とい恥はじめてくれました。後負会とし

ては、好きな子だけが参撫するのではなく、学童

の子どもたち全員で取参総む形で死生にお顯窮し

てみようということ組織栗iとしてはな今ました。

究生に持ち込みまして、先生、うち4太いますけ

ど、ただ敷の好きな先生はいなかったのですが

OKな吟ました。はじめ、霧の方が懇織できなかっ

たんです。ところ善書、いよいよ終盤垂こなると、夜、

練習紅集まるようにな讐、讐舞導の先生にはお轟轟い

できな静から、霧が子どもを連れてもっとしっか

む縫わらんと墨来ないな3と急遽役舞を集めて纒

かい誹癬を立てました。夜、連れて舞ったんです

けども、夜連れて行く中で子ども窪身の感じ方が

変わってきたと懸鵠ます。縷も夜、参簾させても

らったけど、これはすごいなあと受け取讐ましたG

　本：番になったころには、幾も覧畢こ来ましたから

ねむ終わった後は、子どもたちが学童1呆畜の中で、

遊びの中で、歌を歌うとかそれな鱗こすごい績象

を残したんだと思い産した。

一生活協講総合から鵠てます、松下といいます。

　はじめ、藍三鶉の地藝の中で「ぞうれっし學」が

あると篭ンうことで私力量譲ました。鍛霧毒ま盤五蘊の中

でも「練習毒こ来るのなんむ｝ゼ痘毒こ近む》よ」とみん

な無蹴な事だなという感じ善書ありました。でも、

いろいろ繊合員さんや地域1の方に響びかけて、た

衷たま、チケット羅紀なって呼びかけてましたら

来てく轟た人が驚人くらいいたんですね．その牢

で、歎のテープを流したらそのテープですごく感

動された方たちが「ああ、いいなあ」と参撫して

来られました。また、隻協のお母さん方でそれを

聞きまして、「子どもと鏡行くの大変やけどね、子

どもと一緒に歌うのはすごくいいわゴと、讐に毒

職会館で合舞レッスンになってからは、みんなも

のすごく熱が入ってきました。これは今までのヂサ
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マーフェスティバル」みたいに、一鋳的に墨て歌

ったらい鶏と取ってた人も、貯これは一生懸命やら

ないと鰹の麟鉢も一縷にやるんだから真麟にと彗

くまないかん」とすごく熱心になり、綴られない

人もテープを家で饑いて練習するようになりまし

た。コンサートが終わってからも、よくお懸さん

方に会ったら言われるんです。「こんにちは、この

あいだはどうもお極：…懸垂こな撃豪した」と。｛薄かな1

と懸ったら「ぞうれっしゃの鵠い悪い譲をつくっ

ていただきまして．いまだに3歳の子どもが歌っ

ています。親子ともどもいい悪騒幾つくっていた

だきまして一、生残ると悪いますヨと叢われてとて

も感動したんですむこちらも素瞬らしかったよな

あといまだ畠こ生鶉で打ち上里ずした賢妻も、楽しく敵

って「ぞうれっしゃ、ぞうれっしゃ」と再ってい

るんですよ。この懸力は縛かなと今考えてるとこ

ろなんです。

一疑じく、生活餐藍1講纏合の堀と申します、

　松下さんがほとんど言われたのですが、懸人的

には、最密、事霧局会議1こ縷た蒔はクーラーもな

くものすごく暑いところで、人も来なくて、本当

にどうなるのかと思いました。私は、今まで6～7

年生協題織部で鎧縷棒との連携のところに関わっ

てきたのですが「これは大変になるなあ」と言っ

てたんです。でも、練習がはじまって子どもの歌

声に私麩身が励まされましたゆすごく墾るいし、

元気がいい。そこ範励まされながらひつばられて

やってきました。簸霧は私も歎は上手でないし書

籍も読めずとにかく人集めのために、樵れ本の露

をにぎわすような感じで参策していました。とこ

ろが、だんだんや塗進むうちに簿か§に髭えるか

たちで力が結集してくるのが実感でき、瀦えばチ

ケットの売れ具合とかだんだん高まっていくな

ど、長い鷺、生蕪と縫羅体との猛撃をしてきまし

たがこんな曇こ感i醜したことあ今ませんG

　それともう一煮。生雛は臨づく琴ということで

一生懸命やってお陰ますが、ある醍役で盗難の職

舞が3人参撫してくれたんです。彼らも最襖は1本

当に給好だけすればいいのかと難ってましたがか

な彗熱の入った厳しい振導だったみたいです．厳

しいというよ穆は露分たちで考えないかんという

騰きかけがあったようで、一鋳かなり落ち込んだ

鯵もしていましたがそうも言つとられんというこ

とで鰻わっていってくれました。それを見て私た

捲§5年玉2舞

ちも励まされて、駁撃績んでこれ生協の中ではか

な撃謬癒されています。いま、「ぞうれっしゃ」が

この寝鷺携で、なぜこんな1こ沢癖の人たちをあつ

め成功し本当に完実感があって感動したのか、私

たちの方が短りたいくらいです。

一寝麗鱗構学童保蕎連絡鶉議会事務局の名誘で

す臼

　懇懇というと、縷護身、予想舛の人が集まって

もらったことです。子どもの人数も2韓人程度は予

想してましたが、それ以上の3（1癖響名で、薦舞隷ど

うして舞台紅上げようかと心鐙したほどです。

　襲は・歌書婁もともと好きなんです。毒す才むどうちの

子どもは嫌いなんです。学校の成績も音楽はぜん

ぜんダメ。鶴を敵わせても羅じ簸なんです。「歌い

に行くか藁といったらヂ歌？嫌いだ」「お父さんも

行くから行こうや」「お父さんが行くなら蜜あ行っ

ても恥いわ」としぶしぶきいてくれました。その

子が学童でも練饗はしていたようです。夜の練翼

壱こ窮めて来て、僕は練習を麗いて参藤してCこれ

嫁ちょっと違うなあ」と。こ覇）雰醗気をこの子に

も教えたいと思って、爆って「来還1行こうな」と

醤ったら「いや盛なんです。でもその次の欝もや

つば噂連れてこないかんなと思って、お葉子かな

んかで釣って連れていったんです。ところが連れ

ていったらみごとに変わ警ました。家に爆ってか

ら「お父さん、なんでもっと早く撲をあそこ畢こ連

れてってくれなかったん」とこう言うわ鯵です。

鍔お薦、簿善うてんぬん。いやや言うてたやろう」

というと、「そういう蒔はこづかいくれへんでもか

ませんし、おやつくれへんでもかまへんから連れ

てってくれたらよかってん」とこう言うのです．

うちの子ども隷練響紀幾穫か参撫して飼かを感じ

たのだと悪難ますαそのあとは必死に歌ってます

わ．本番の鐸寺紅、衰分の学校のクラスの先生が冤

護来てくれたんです。その薮握蓬の先生は窪署で

歌の嫌いなあの子毒童舞台で真禽蜜こ、大きな巽を羅舞

けて獣っているのゴとぴっく鬱して見てました。

だから、この「ぞうれっしゃ」の激だけには、あ

の子は本当紅虜になってました。今でもテープき

いて、一人で歌ってますね。不思議ですね。

　　「ぞうれっしゃ」の魅カ

ー鈴木
　お驚きしていると、鰹の激（作品／だったらこ
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うはいかなかったんじゃな雛かなという藤がある

ような気がします。この「ぞうれっしゃ」の人々

を惹きつける、その駒に突き韓さるそういった魅

力についてお穫1きしたいのですがG

一関野
　まず、主人公は勃勃でしょ。また、子どもたち

は学校で「かわいそうな象盛とかを学んできてい

るので身近1こ感じているということがあると思い

ます。それに旛えて、メ欝ディーや言葉なんかも

一一 �ﾌったら忘れられないような、そんなメ欝デ

ィーが多く、覚えやすいというか、惹きつけられ

るのだと思います。大人は大人で、「欝長さん」の

湯麺とか議常生活にあふれている音楽ではない、

なんか震轡嬰のような音楽で、こんな春楽あった

のかと思わせたからです。それと子どもと一緒に

歌えるというところで、大人たちも子どもを新鱗

な目で見れるというふうに受けとられることがあ

ったんじゃないかと思います。もちろん、この「ぞ

う才もつしゃ」は実碁毒垂こ沿った病容ですし、載争の

時に毒殺されようとしていた勃勃を園長さんが

「私たちを殺してからにしてくれ」と醤って穿っ

た議、そして上野動麹鐘の謡は死んでしまってお

墓になってますけども、名霧屋（東霞動麹1嚢）の

象は空き残って子どもたちを露ばせた譲。それだ

けでもすごく鱗るくて懲動的だという嚢と、中身

そのものにも惹きつけられたと懇、います毒

一筋
　どん底の鋳に希望を箆い識してまた希望をつな

ぐって婚うところにすごく感動したんです。

　　取鞍緩みへの顯い

一鈴本
　「ぞうれっしゃJの作品そのものの分析毒こついて

は、多くの人々がつく拳あげてきた文紀を講分け

するという大変難しい作業が必要だと懇勧ます

が、この取馨維みへの懸い、携えば実鴛委貴会の

みなさんのテーマとは舞だったでしょうカ㌔

一鰹海
　縷、この謡聡いた時に毒疑会館という大きな舞

台の．とで、本当にそのお客さんの繭でひとつ歎う

という経験はおそらく一生の内で、そう簸霧もも

てる経験じゃないと懇ってたんです。霧だから、

子どもにいっぺんでもそういう経験をさせてあげ

たいなという思いがありました。それ紅この平穣

とか愛という問題は、学童では茎～6隼までいま

すが、簡挙紅敷を歌うだけで分かるような縫題で

はないと思います。この歌を歌って舞台紀立った

ら一つの経験として残るから。大入になった時、

「あっ、あの鋳ああいう敷うたったの、こういうこ

とだったんだなコとたぶん分かってくれる鋳がく

るだろう．そういう気持ちをずっと持って合薬の

子どもを舞台に立たすということを叢褥から考え

てきました。僕は篭奪曼じゃなくて親だから歎に

取り績む鋳にどんな振導をすればいいのかわか撃

ませんが、鰹えば絵本なんかも持って来ていろい

ろと丁寧1こやればやるほど子どもたちが大人にな

った蒔になるほどと思い趨す機会は増えるわ鯵

で、そういうのが幾としてはあ翫）ました曝

　　ゆうこちゃん4〉がんば辱

一板倉
　もともと、歌というのを今まで学童の活難め中

では響鴬麟に鍾選づいていなかったんです。麹の

学童には、「今月の欲」というようにしている所も

あウますが、うちはそういうのをやってなくてヂや

箏たいや肇たいJという選喪いはあ継ました毒茸な善玉

なか手が錯なくて「みんなで歌ったらどんなに楽

しいやろう壼というところが乗参鐵す一つのきっ

かけにあったんです。やつば婆簸窮は、子どもら

になかなむ畷頚わ警ませんでした。鱒湾くらいから

はじめたのですが、その時に内灘さんも誓われた

ように絵奉を蓋んだ！｝戦争のお謡をした拳とか、

私の繊捧の先生が蕃、音楽の完生をしてた免猛で、

毒渓会館の舞台で歌ってる子どもの写真とか持っ

てきて子どもたちに見せた導、わむと蔚段繕に結

溝嚢寺閥をかけました。子どもらにやる気があるの

かない♂）か。その透は捲導葵と子どもとのかけ強

きみた“な漸もあ拳ました。こっちのペースで進

めていって子どもが本当裟グ）ってくるかどうかも

う一つ手ごたえがなかった鷲窮、鎗、鍍弩くらい

まではそうだったんです。でも、鷲月轟こうちは「ぞ

うれっしゃ」のオペレッタを学童の子どもたちだ

けでや馨、それもおもしろい台本にして取拳績ん

で、そこでやりはじめた歌を2、3麟覚えたころ

からすごく手ごたえが趨て来て、実蝶にあったお

議が歌になっている漸は子どもたち紅とって意力

だったみたいです。敷欝身がなんか学校で蓼う歌

ではないみた雛だけど、ちょっと大人が歎うよう
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な難しい歌なんです．子どもにしたらそれがすご

く楽しくて歌いたくなってオペラを敦ってる気持

ちで歌ってるんです。ちょっとレベルが轟いんで

すけど、それ．を敬うのが気持ちいいと騒うように

なってきたら、遂に子ども達が欝分たちでテープ

かけて練習しだしました。　ゼオペラブラザーズ」

という名葎1をつけられた』子どもたちもいました

が、いつでもどこでも歌窮たくなってしまうんで

す．それから、董年生の子が3葎皇尊隼生のお発

ちゃん、お嬢ちゃんたちに「撃つなごう」と震う

んです。手をつなぎながら手を振鯵ながら歎うん

です。それがすごく楽しくて、敷の練習がしんど

いなという鋳簸を乗蓼越えて、露分たちのものに

していきました。この辺からパワーがすごくあふ

れてきたなあと思います。

　その漿絃まだお母さんたちの中毒こももう一つ理

解のないこともあって、学童のオペレッタを多く

のお母1さんたち1こも見てもら騒ました。その鋳紅

一選溺くらい前に［幾の馨合で抹ま量ます」とい

うお母さんがおられたんです。2年生の女の子で

わ彗とおとなしくて、学童の中で隷中心紅なって

いる子ではな雛のですが、「蘇蜜せます」と奮われ

て「融うこちゃん、どうして抹むの3、「お母さん

が羅事あるからあかんって藩うねん」と私と議す

蒔はもう霧に涙をためて「幸うこは患たいのにユ

という気持ちをあらわしていました。結羅私がお

母さんを説臠して、介護の必要なおじいちゃんを

なんとか獺合つけるようにしてもらいました。で

もお羅さんは覧に来てくれなかったんです。学校

の体蕎館でもオペレッタが終わってみんな気持ち

良かったんですね。その時に傘うこちゃんが、お

母さん紅薄してはっき今と「私は趨たいから、お

舞さん連れてってくれ」と訴えたんですひもとも

と簾曜曇に子どもを連れていくようなお舞さんで

はなかったのですが、ゆうこちゃんがすごく醸張

ってくれて、結局夜の練習にお愚さんが華で送っ

てくるようにな撃、それから「轟分の車、鐵すよゴ

とよその子も乗せて来てくれるよう紅なったんで

す。それ、は、ゆうこちゃんの力だと患うんですが、

コンサートの縛も鄭合つ継て舞1紅来てくれまし

た。お罎さん隷とても感動したみた鵠で、もとも

と感想文などをマメに書いてくれるようなお母さ

んじゃなかったんですが、すぐ感想文を持ってき

てくれて「すごく感動しましたゴと書いてありま

鯵器奪i2負

した。その後で、懇談会の鋳に轡うこちゃんのお

舞さんが「凄うこが最近、私に薄しても挺饗する

ようになったし、すごく変わってきたゴ、ドごまか

せなくなった、小さも濃寺みたいきこ」と誓われまし

た。お舞さん紅ドこの子も麟張ってる3という姿

を見てもらえたことがよかったです。

　　子どもたちの懇懇文から

一鈴本
　ここでコンサート後紐書換た子どもたちの俸文

をもと垂こ蠹毒を進めたいと思います。ノ罫学堂のいく

つかの懇懇を讀みと警ますと、多く分子が薬隼も

またこういう機会があったら歌いたいという気持

ちを蓑現しています。その串で橋本ま膨みちゃん

は「学童4）先生が後ろを葭多いたらいけないのに、

後ろを講鵠てました。その馨寺、学校のクラスの完

生が笑ってた」と書簸ています．普選、学校では

こういう縫係隷難し鵠と懇雛ます。それに薄して

後ろにいたかなちゃんが「前梅きや」と言ったと

あ拳ます。

　また、認めて本養のああ鵠う舞台鉦立ったとい

う麟象は大変大きいって赫う事が覆えます。それ

に、讐に、ヂ歌ってて涙が鐵そうになってきたって

いうのを我慢してた謡という子。大人の敬うパー

トの藤分を離籍てて、濃が繊てきたひ敷と一緒紅

大人の顔を見てるんですね。子どもは舞台毒こ立ち

ながら、お母さんいてるかなと探して、お母さん

と藝が合ったかな、恥ずかしそうにして敷ってい

るんです。この辺、おもしろいなと想います。

　ただ舞舞こ歌うだけじゃなく、その申にいろんな、

「繕銭麟」と言うか、一輪車が鐵てきたり、ピエ

冒が艦てきた讐、それは内容的なことだと悪騒ま

すが、そう添ったものへの子ども達の感嚢が多く

で語られています⑪それに、これは窮臨馨」と誓

文に書いてあるから、次ダ）嚢に書いた作文だと思

いますが、罪嚢だけ憂〉ことを振舞逐ζるんではなく

て、臨蔭まで頑張ってきた、本当に練習がきつか

ったと書秘つつも緩i診てきたというその練習の過

程から書いてきた子どもも雛るわけです。前翼の

懇懇だけじゃなくて、積み上げてきたものを嚢分

のものとして霞覚し、そういった瞬を強讃して書

いた子も魏ました臼また、「間違えた、ど一しよう」

と秘うのも子どもの懇懇紅残ったようです。　し寿幅

し、「聡違ってもいいや、1講参の子もみんな閣達っ
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てる」というこういう子も大変多いんですね。中

紀は「横の子に懸違えた憂）葎かれて恥ずかしいな」

と静う子もいるんですけど、結購子どもたちは、

この中で生き生きしてるというか、子どもどうし

の縫わ彗の中での髭暴というか、纏えば小学校の

3年盤の男の子ですが、「あ雛とへいわのコンサー

トにいってよかった。隷じめは練習の詩、あま警行

きたくないと愚ってたけども、敷を歌ってて、せ

んそうは本当に大変なことなんだ盛と書いていま

す。ちょうど、イラク戦争などの湾岸危機のこと

などもあ鯵子どもの中毒こ写ったのだと，懸います5

生懸命歌わなきゃ瞬けない。感想の申で「子ども

たちに励まされましたゴと讐ってたんですよ．［子

どもってすごいんですね」って。大人が結購雛輪

力確デんで、　と邑こ毒》くお｛ずき食む》みたい垂こ衰墨とけ毒素

いいだろうという感じだったのが子どもを見て

「一生懸命やらノしといカ》ん」と。だオ｝ら、大．メ、も

難強させられる、子どももまた、お母さんが歌っ

てるから、また、お兄ちゃんたちが激っているの

だオΣらという串で一生懸命やらんとい毒）んという

ふうにすごく盛導上がってきたんじゃないかなと

私も懇、います。

　　子どもに励まされて

一一 ﾆ下
　縫響先盤がヂ子どもたちを繕矯して」と恥われ、

それを縫雛て感動したんです。やつぱ吟大人の天

賜が一生懸命繭でi歌うと、』子ども縁真棄雛こならざ

るを得ないというか大人の姿を発たら懇むるもの

があるんですね。だから、ふざけていたらいかんと

いうことを少しずつ騰の中に留めて輪ってどんど

ん舞台に近くなると真選になっていき、子どもの

中華こ「一生懸命欲わないと」という気持ちでむ）つ

ばいになったのだと悪います。最後の舞台できち

んと墨来るというようにと啓それまでに大人の姿

がなけ紅ぱ、また、ちょっと違ったものになって

くると思魏ます。糞奏彗に歌うという点では、大人

であろうと子どもであろうと縫｛系ないという感蓼

で、子どもも敬えるようになったと思うんですね。

一蠣
　生協会館で練習してた時に蕩学年の子はは紅か

んで聡ずかしがって敬わな論んです。男の子なん

か蒋に歌わなくて、「元気がな恥よ一3と書っても

やつぱウ敵わなかったんです⑬でも大きいお見ち

ゃんたちが「よし、歌うよ」　と声を力壕うると、み

んな一斉に歌い鐵したんですね．今の子っていう

のは、縦がなくて横のつなが酵ばっか9でしょう。

それ．が、ああいう醜でつながるんだなあって悪い

ました。縫の懸躰1とやって恥く中で子どもが一生

懸命やる姿を発ていく串で、一生懸命取彗繧まな

くてはいけないなあというような感馨紅私たちも

なったし、織轟もゼこれはちょっと、一生懸命や

らないといけないですね藩という感じで、仕事を

なんとか鶴合っ隷て、ここで歌うという感じでね。

だから、子どもを甕て、子どもがやってるから一

　　人が気になる経験

一振禽
　学童でも普段カンら集莚を畜てるというの隷、学

童緑青の§標でずっとやっています。やは撃i、

2隼鑑の子は集寧が続かなくて、その選は3、垂

年生が支えてくれ．たなあと悪いますα練習の時で

もかえって媛年生の男の子が、2奪生の子がそこ

で遊んでるのに気になって自分が教えないんです

よ。それを簿穣も轄饗も注意してるのですが、な

かなかその子らがちゃんとしなかったから、その

子に「舞文に書雛て」と護ったら、そのことばっ

か蓼書雛てるんです。異年齢の中での支え会いが

はっき彗見えたと懇、います。

一鈴木
　人が気になる経験というのは、大変大窮なこと

だろうと懇、いますねG

　　子どもが子どもに難きかけて

一講海
　それからもう一つ、議紅縫いたんですけどね。

洋平暑が舞うにはその近漸グ）子はだれ一人参撫し

てないんですけども、その中で「洋平鷺、あんた

趨るねんてなあ」と善うと「鐡るねん」「そしたら

晃にいくわゴと。　このお母さんは輿彗豪がないみた

いで連れて行ってくれそうもなかったのですが、

でも碧お母さんに頼んで冤に来て」とむ》うと、合

舞§は塾とかでは見に行くことはあ警ませんでした

がお隣のお友達が貯ぞうれっしゃ」に参策するっ

ていうことで、「覧に行きたいからお母さん連れて

って」と、友達と「ぞうれっしゃ」という一つの

ことをやって恥く籔力遡を子どもたちの中で議し

合って実現した子どもたちも窮ます。
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一飯倉

　とくに学童保膏の中で、普段わ聾と磐遊びが多

いのですが、こういう活動になってくると、そう

いう場面で目立たない子がすごく羅立って、そう

いう子の存在がすごくみんなの中で浮いてきて、

それ．がみんながまた楽しくて、またみんなの中淀

降診てくるっていうようなことがあ琴ましたねむ

走るσ）は遅耽けど歌は鋒き。かわいらしく乗って

飲ってるみたいなところがあ導ました。

　　子どもの欝番の発見　　子どもへの倦頬

　鈴本
　いつもと違うその子の鐵番があったということ

ですね。大｛露なことだと思います。その鐵番をこ

ちらからだけで盛り立てるんじゃなく、その子な

彗吾こドあ、今オし／は1讃i叢ってるんだ」というよう

な露分に婁い麗かせてる子どももいます。懲分自

身にヂかつひろ、罎張れ。その講子や」と毒をか

けたという子どもの葬文があ穆ました。

一極倉
　私ね、子どもの；奪番の集車力というのは確毒繕こ

すばらしかったと思います。やつぱ警やるときに

はやるっていう子どもらは賢鉢と護ったら変です

が、普段遊んで静てもやるときにはやるんだとい

う姿を見せつ諺られたと感じています。そういう

のも振導員の中では9校参撫してて、合属練習と

かあると「どこの子がうるさかった」とか｛笑い）

「ここの子は一番容儀よかった」とかね、すごい

誘い合いみたい1こなるのですが、そのときは本当

に旛導繋は藏身が狭いんです。かつひろ鷺と言う

子がサハーサルの蒔、よくふぎけてたんです。隣

の子とたたき合いしてたんです。私すごく腹が立

って真薦に「帰参なさレ｝」と書ってね。（笑輪／そ

したら「帰れへん」と言い縷して、「それやったら

頑張集と落ちつ窮たんです。その中では鰹とい

うか、子どもはどこで頑張ったら恥いのかを分か

っているのだなと思いました。手を叛いていい購

とだめなi時と、こっちがキイキイ叢って隣るわ警

にちゃんと心得ているのだな思鵠ました。その中

では私も、子どもを懇じるっていうのは慮来なか

った藻分でもあって、それは反省するところです。

ある2隼生の子・はなかなか集中力がなくて、一綾

の宿題のプ婆ントするにも麦蒔霧もかかる子で、

ものすごく大変なんです。しかしこの子も本誉は

i§懸年玉消

すごく集中してたなあと思います。先ほどの作文

も擁経も書き直しているんです。なかなかうまく

書けず継羅3嚢くらい書き聾してこれを書いてい

ました。

一松下
　この象をつくる蒔に子どもたちが体鷺館でばあ

一つと集まってきて、そのとき絵の翼の色がいろ

いろあったんです。そしたら「おばちゃ一ん。灰

色は一？」と叢うんですね。そしたら麓条先生が

「そういう色慧今霞はないの」と雪われたんです。

「懲分の麹きな魚の象を今嚢は書いていいよ」っ

て言わはったんですね。「ええ将象ってあれやの

に。それやったらこれでもいいの？やったあ！」

と震ったんです。それで、ピンクとか毒の象とか

が灘てきて「私、ピンクや」「私、膏や」と、綴な

んかばあっと酸いで、そこに煮一ンとほって書い

てい豪した。そしたら先生が「そんなところに騰

いだら汚れるよ」と叢いながら醸をたたんだんで

す。そしたら一人の子がゼそんなことしとったら、

あかんやんかむ窪分らで片づけな」と言ったんで

すね。そしたら先生が「こぼすのだったらたたん

であげたら良かったね」と言うと野ああ、そうか」

と案外子どもは一言文句を震う積方豊あっても、　こ

ういう馨饗撰銭の中だから子どもも素覆になれるの

だなあと懸った参もしました。あと、絵を書きな

がら私記善うんですが、「おばちゃん、あの子ね、

駿立つねんて。私がせっかくここまでピンクで書

経たのに違う色紅塗り替えやってん」、「なあ、じ

ゃあ私たちはこっちにしよう」とまたグループが

灘来て違う色でつく今はビめていました。それぞ

れに子どもってこういう広秘所で好きなように書

いてい恥のっていうと、坤び神びするんだなとい

うのがあ彗ました。その中でも一人みんなの輪の

牢に入っていけない子がいて、私のところにずっ

といましたe「εや、これで遊里ぎう毒》ゴと護うたら

「うん」といって「次、籍するの？侮するの？J

とうながして「じゃあ、これ塗ったら？」と言っ

たら「うん」といいながらその申で笑みが縷てき

て「この子一纏装いれてあげて3と雪ったらすっ

とみんなの輪の中に入って恥きました。やっぱり

こういつた広難場羨で措くのは子どもにとっても

い躰ものだと思いましたq私書豊子鳶てしていた頃

はヂもう近頃の子はムという懸雛がありました。

でも今も小さい子ばっか鱗こ私の馨がいくんです
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ね。かわい窮なと懸ってむ小学校の子がやってく

るのを見て、簿を見てもかわいいなと本当に怒る

ことがなくなりました。私が「ぞう義っしゃ3に

参擁して麺強させられ考えさせられたの隷このこ

とです。こういつたところにお母さんたちが入っ

て来ると露分の子どもの蔑さがよく見えて魅力が

あ馨ました。馨｝づくウなどという場合も、やつ多ま

彗こういう雰麟気の中でと難来ていくんじゃなも聾ゐ》

なと感じてます。これが生協の活麩から考えると

これまで箆えていなかったことや失いかけていた

ものを発見させてくれたと考えて鵠ます。

　　学童保育の成長

■一一 ﾋ
　今まで私は寝屋鎖という地域で、それぞ轟の醗

で醸張って、学校の先生は学校の1先生、生協は生

癒でそれぞれ活麟をしてるのが、今縷はいい意蘇

で結集したなあ倉繕びξついてあのようなこと力監鐵

来たんだなあと思います。生協で言えば、生傷は

難霧から平報運動紅ずっと纏わって来ているので

このテーマには乗れるのですが、夜に鐵かけてい

くというのはなかなか普選の緯合員やとく豊こお母

さん紅隷大変です。愛と平報のコンサートは讐幾

なことをやるんじゃなく、馨常的なことの中の一一

蔀として轟来たっていうのがあ彗ましたわ。今ま

でずっといろんな母霧大会とかサマーフェスティ

バルσ）音楽販みたいな感じですよね。そういうこ

とがあって、こういうことが寝還郷で韓春名の参擁

毒窪欝来たと私甕身は分類して籍ます。

一海海
　難はこれに関わってきたのは、事務罵で最擁礫

も譲れなくて、役員会で会長がこういう取馨縛み

があ参、寝建懇学童録音連続協議会の2§羅年の一

環として、今年はこれをやっていこういうことで

だれか灘てくれないかという議紅なり、結鶏、僕

しかいなかったんです。「簿をしに響くんや」「な

んか歌をうたうらしい」「まあ、ええやろ」という

ことで鐡たのが発蟻1で、事務縁浸入ってもらわな

いと璽るというので、「それもまあ、赫窮でしょうユ

と、憂前まではそんなに考えて雑なかったんです。

ところが、実鰹にこれ紅霞む緩み鑛して、大針の

結獲武が台風で流れて、その後礫懲身も「その後

どうなるんかなユと不安があ穆ました。その不安

がもろに第一籔灘の練習に幾てきたんです。第一

圏醤の練習縁総合センターと生鴇会館でやったん

ですけども、惨澹たるものでした。2§～3尋人くら

いかな．子もパラパラ。こウ争なんとかもう一騎

集めな窮かんぞ。1箋は醒松の学童に行って「こう

いうのやるから、髭生やってな」と言ったら、馨

鰹に誉’われたのが「あれ難しいカ》ら、なかなか鐡

来へん」（笑い）「ええ！そんな1こ難しいんか並と

父母1の中でもこ蕊を知っている人がいて、その入

も「これ知ってる。雑ど難しいわゴと。蓋擬けた

らなかなかみんな集まってくれないし、「こ鞍やち

ょっと難しいのと違うかゴと。学童の方はこちら

からなんとか騰題隼の取零緩みやからやってくれ

と声をかけました．「と弓あえず歌の捲導に来てく

れるならやってみようカ㌧という学童がちらほら

墨てきて、結局§懸体になったんです。撲は馨松

へ2蒙くらい、ちょっと孚概こ子どもを還えに行

って、ちょうど歌の練鬱してるダ）発てたらまあと

にかくひどいんですわ（笑い／．髭生一生懸命やっ

てくれてるσ）にもかかわらず、鴛らん瀕して横轢

いてる。覚えてるのは覚えてる諺ど「畢よ、終わ

らへんかな」っていう子どもの感じ。舞人かは一

生懸命歌っているんだけど．「大丈夫かなあ」と思

っていました。そういうのを一一隼串毎響やるじゃ

ないし、それでも9学童取警緩んでもらえて、そ

の内蔦～驚人づつ子どもが参擁してくれると、

欝魯～25観こなんとかなるだろうと。撲はもうその

ことしか考えてなかったです。当擁、事務縁長に

謡われた学童の子どもi灘入。大人はまあ子どもが

圭懇人来れば灘人くらいなんとかなると鴛く考え

てたら、大人は§に等しい状態。あげくの果て善こ

縷が灘て行かないとしようがない状溝寿こ。役員会

で毒悪のノ、力親玉ない毒～ら鐵てくれと地のお父さんを

説得して、わずが善こ藤§を録ちました。撲は緩訟

学童で壁書導轟畢こ妻｝つたのは、πと喜こ毒〉く崩たいと雛

う子を集めてくれ。む馨や拳議しても無理やし」

と．とにかく懸学隼については一悪、親にも穏議

して、結局それで33人集ま婆ました。そのとき、

子どもの籠に参超したいという子が大多数でし

た。うちのせがれなんかも「縷たくない」の一；本

や蔭で、僕は練習に来るし、ちょうど水曜馨の練

饗で空手に鴛って空手の帰穆に7詩業頃、この近

くを還るから「お鋳嚢接、こつ鱗こ来い」と。案

の建もう、めいつぱ雛麩松が悪騒っていうそう恥

うのも麗係ない（笑い／。誰か一人っれがくるとか。
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「とにかく静か紅縫いといて」（笑い〉「もう行か

なくて恥雛か？」「いや、行かなあかんゴと。僕毒、

と1こかく毒蔑会館の大きな舞台で穂かをする海う

ことはまず、ないからい秘経験やから来い、　とむ

お父さんも行くから。で、とにかくあれだけの人

数の蕩でやった。よかった。そしたら今度は樗の

不満が鐵てきたかと思ったらヂどデオ蓬こオレがち

ょっとしか写ってへんゴ（笑い／で、かなむ罠無写

真を撮ってくれたのですが、ところが破はごつい

んですけども小難なんですわ。欝の繭に大きな人

がいて写ってない（笑い蔦子どもたち隷やつぱ彗

鑛たいんですよ。特に観客が多く雛て、その中で

墨たというの1ま、かな滲大きな窓億垂こなっている。

あの舞台に立ってあの人らの羨で「ぞうれっしゃ」

力灘歌えたこと、　これだけのことが鐵てきたと思っ

ています。それをやつぱ鯵もう一つ、擁かの形に

発展させたいですね働幸い紅して一つ、縷来たの

だから。

一名醤
　｛箋窪身、　とにかく事務毒毫としてなんとか弓1っ餐臣

いてきましたので、　「議終的にチケッ卦が締放し

か売れてへん、なんとか入るやろか」。当擁これ

しか頭にあ蓼ませんでした。チケットの売れた枚

数のいいところ7割しか入らな恥。それを露勧て

いたものだから「チケットi，曇§馨枚しか売れてな

い、騰春人来ればええとこや。騰癖人震うたら、韓毒

俸｝名舞台の中Cや、観害どうなるんだろう。これ

はもう会計著しくなるんちゃうかな」と。ところ

が当羅、蓋を聡雑てみると、まだ立ち見がでてい

る。当擁は2購へ上がったらダメだからといって

いたのですが、いつのまにか2踏も雛っぱい1こな

っていました。

　そのことで、2、3総鵠た謡では、学童の毒導

員の力1ま大きいと思うんですよ。やつぱ吟蔑がね、

姦鐸合で騨魔くさいカ｝らや酵〉とけ、もう、争テカ》んで

ええと震うのはかな碧いましたが、その率で、振

導曇と子どもとの諸鐙中で子どもが行きたい、捲

尊貴も　「子ども毒鞍テきた力婁ってるので、舞とか｛テ

かせてやって下さい」。それで、かな警子どもが集

豪って来た。その子どもがこういう漸に塗ること

になると、i疑も「灘難くさ瞬けど、背かなしょう

解ない」というi溌がかな馨堪えてきてもう蔀難く

らい1こ「当欝行ってもチケット売ってもらえます

やろか」とも言わ紅ました。今度の取撃緩みの中

i醤5年i2弩

で、学童の嶽導舞の力と、子どもは霞｝かや塗たい

つていう気持ちはいつももってると思いました

ね。だから、そういう力を与えてやって、こうい

う取り緩みで毒まカ》な鯵大きい力碁こなってる。　とこ

ろが、いかんせん、大人がもう少しなんとか墨来

たらなと。その辺がちょっと反省煮です。

一一 ﾖ野
　大人も子どもも一緒だと患うんですけどね、最

樗慧欝欝がなくて「晃紅来てくれコとは私らも子

どもらも言わない。そんな感じであったのが、や

ってるうちにだんだんと馨繕がついていく。そう

したら、さっきの洋平繋じゃないけど「珪！るねん

で、見に来てや」紅あんた、趨るねんてね一ゴとい

うような感じで、「じゃあぞテくわ」と共彗翳しはじめ

る。やつぱ噂肖繕が鍾いてきたら、みんな紅見て

ほしい、認勢てほしいっていうのがあって、そう

いう中から広がっていったんじゃないかなと改め

て感じてい豪す。私なんかでも、大人にしてもこ

んないいのが鐵来てきたのは、鷺鰹になってきた

ら、「こんなの毒彗あるよゴと訴えやすくなってきた

こともあ讐、みんなで取参緩んで来た力がだんだ

ん立纐なものになってきた鋳には、みんなに誘え、

見て醸しいという気持ちがあって広がって騒つた

んじゃないかなと思うんです。

　　子どもの成長を認める鰻

一鈴本
　歌を歌うことをただ§的としてしまわな麺で手

段としてとらえてきたと思います。事務局長が言

われたよう毒こ、申轟こも懸諺轟こお母1さんとこう雛う

護彗をしたと毒）、友達と平報のことを語り合ったむ、

「今露は喪かったね」という親子の議し金輪が鐵

来たという懇懇を最後惹こつけている人も結構いる

んです。取彗縫みを発ていくとき1こプロセスを大

窮蓄こするんです．その遜程力灘蓋果を生みだすとい

う発想をするんです。「ぞうれっしゃJの実践の中

で、絵靉靆鐸があり豪した。こうしたことをやって

いる取瞬緩みは難のところには箆られな籍んです

ね。僕はこれが寝屋簿で歳功した決定的な要羅だ

と考えています。絵薩製繹という共溝製繹をする

串で「嚢露な愈、綾っていいよ」、「じっとしてい

る象じゃなくて、盤き生き壷1秘てる象を書きなさ

鯵」と捲導されています。子どもたちは学績では

そういうような段方で絵なんて書いたことない。
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象というのはこう赫うもの、ほんとの象みあの亀

しかイメージできな雛ような穫1葬に子どもたち縁

いますびそれがぱっとドそうじやな魏んだよ」と

それを趨されることによって生まれる警密さ、つ

ま彗ぼ一んと騒をほおって素麺1紅葉瞬製作に鷺わ

る子どもたちの姿1ま解放された空題を得たという

感じがします。

　それともう一燕隷、議をずっと聞慕てて「強い

塗ノーダー」がいなかったということがいえるので

はないでしょうか。「強いJという中身とは、子ど

もたちを甦かすという慧昧1で子どもたちを捲籔し

て動かすそういう強さです。「はい、次、これやれ。

はい、次、一・。」とどんどん子どもを押し流してぞう

くような、そういう強さがみられま重ん。遂に言

うと驚野完生が言われてるように子どもを繕頼

し、子どもに積み璽ねられてくる力紀依鍵して進

められている。先程学童の籔愈さんが震われたよ

う1こ、はじめは「こうせなあかん」とがんがん子

どもに誉ってたけども「これでは鵠かん」という

窮分の中でも変髭が一つあ彗ました。学童そのも

のも最逓は学校紀されてきているといわれます。

学按覇〉下請け機灘になりつつあると島｝うことで

す。それを私たちがくい産める率で生1濾してる子

どもが今獲の「ぞうれっしゃ」をつく鋒あげてき

てということが一つ言えます。

　それと、こういう活動が経常乾していることで

す。どなたカ｝も嚢常ということを養われ．たと思う

んですけども、今騒のこの取箸緩みが欝欝だった

のかどうかということなんです。1本当に欝分たち

の生活の中から鐵て来たものなのかということで

すね。やってるといつのまにか、一緒になってし

まいますけども、みんなでやって、作られてきた

ものとしての饗常なのか、鷺挙に言うと、露分の

生活紅とってつけたような意味での馨常なのか、

本当の欝分たちの生活だったのか、ということで

すねむ歌声運動っていうのは、そういうどちらか

というと、支醗されてた文化紅嬉統する意味で露

分たちで霞前の文批を作警あげていこう、そう震

ったものが、「ぞうれっしゃゴの中に流れてくる歌

の意彗寒合彰》だと思うんですねG　そこ載二重疑れてくる

のが軍籍であったり愛であった鬱します。特番こ名

繕さんが養われたように今璽の取り緩みは予想外

であったと。予想舛と思っていた名韓さん嚢身の

問題というんですが、なぜ予想外と露分で懇って

いたのかという露分農身の潤題はどうだったの

か、それはみなさん、それぞれにお織鵠したいん

です。今蟹の取彗緩みを通じて露分がどう変わら

れ．たのか。縷手に訴えようとする鋳に露分がそこ

1こ入って、自分がまず変わっていくつていうプ霞

セスが一つあると悪います。嚢分の霧子関係だっ

た今、職場の灘係であった塗、　また、学校という

もののとらえ方でもあった拳、縦えば、侮か察分

の中で変わった、ある躰は今まで意識してなかっ

たことが、今璽の駁撃緩みで鐵来たとか、そう躰

う露分にとっての発箆事項みたいたもの絞参鐵し

ていただけたらと懇、います。

一篇爆
　大人もそうだと懇．うんですけど、子どもたちに

とって今まで、いろ騒ろ隻きて来た中で、「我を忘

れ，る経験ゴが葬常に少ないんじゃないかなと思い

ます。饑えば子どもが大人を見てて、子どもに蕎

われて大人解真難に我を忘れ．て簿かをするという

経験です。ところが今穰の取蔭緩みは、いろ経ろ

と講が趨ましたが、鵠ざつていうと真麹になって

るんです。大人も子どもも。舞台の上に立つこと

だけではなくて、奉当紅真麺に身鉢を勤かして声

を鐡す経験です。それ越子ども嚢身に強くも残っ

ていると思雛ます。頭で毒ま戦争がどうのこうのっ

ていっても鰻底で縁我を忘れる経験をした。僕麩

身にしてもあんな紅真舞裟歌ったのは燐めてです

し、旛揮者に怒ら轟ながら敏いましたけどねゆそ

ういうのがあったんじゃな雛かという気がします

けどね、それは、学校で教えて鵠ただく歌とかテ

レビとかで敷ってる敷じゃなくて、やつぱ参歌そ

のものの中のドラマ牲と膿うか、戦争のこと4）真

実が入ってるからよけいに共鳴したと患います。

一飯倉
　私は最霧はすごく不安あったんです。この子ら

がや除きるだろうかという不安です。最擁にも護

ったけど、嬉めはわウとこっちの思いの万寿童先案テ

してたと思うんですね。大人がかな琴弓きっ張って

たなって漸があって、学童では、「だからそういう

ことも大事なんだ」というふう垂こ思ったと言う力玉、

子ども霞身の姿を、子どもから鐵でくる自身の姿、

うちらで譲〔韓ごろの遊びも、わむと子どもむ曇遊ん

でいる遊びを「子どもの中から建てくる遊びをみ

んな垂こ広垂デよう」と。だカ｝ら、わ鋒と指導要義青玉ら、

これを与えるっていうようにするんCやなくっ
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て、旛導員が与えてても、子どもから鑓て来たよ

うにして瞬くと器ったら変だけど、子どもの欝主

捲iを高めていくという風紀進めていこうと振導鍛

は考えました。この場合慧もう、私らが馨っ彊っ

て、鱗っ張ってという悪いがあ聾ましたが次第に

それが子ども菰伝わって、逆に子どもらの方がも

っとや蓼たいとゆ今露に麗してはこっちで子ども

たちを「やる気ないんやったら、やめとき3みた

いなことを言ったこともあ診ました。しかし、そ

れ．を子どもたちも桑警越えてきたあたウから慧、
　鎌
子どもたちに私たちの思いを意騒的に伝えること

の大事さを感じました。だから、あの鋳、私らが

尻込みしていたら患来なかったと強く思います。

　　学校と地球のつなが鯵

一一 髢{
　指導賛の方からのメッセージの内容と方法の大

疑1さが養垂摘されたと懇風》ます。隻1程｛糞力軽要った意

陳は、　1タンカーンが「人渓の大疑による…」とい

うのがありますが、餐主壷義っていうのは今、一

爵叛けてるのが罫～による」ところが叛けてるん

ごやないか。こ轟までも大人主導の活嚢では奉当

に子ども1こよる活麹はあるのかと疑問紅愚ってい

ました、「子どものため」と悪玉、あるいは「子ども

のものコという考えはあると悪いますが、これも

また一つ窪）観念として考えられている場合が多い

のではないでしょうか。学校教畜での讐驚活動で

も行事中心になってしまう。畢どもの手によって

子どもが取箏緩みを我がものにすること。その鋳

にはじめて子どもが生き生きしてくるg

一訟下
　生協ではね、騒々〔芝）暮らしについての取吟緩み

を真鯉にやってるんです。はたから箆たら、ほん

まかなと思うかもしれへんけど。ほんとに、あの、

真藪熱こ．その中でも、そういうものが今まで蕾

まれて来た．確か紀存在してたなあとは思うんで

すけども、今、すごく鑑みにくくなってるでしょ

う。管還社会、学歴後会の懸纏観をどういう藩に

求めるかっていうところが狂ってるって懇、ってる

んです。そういう瞬で本当紅暮らしを守るとか、

そういう真の癒纏観とかね、そういうのを一隻懸

命、真鯨こなって考えてるっていうのも、おかし

いけど、盤協の緩怠眞とかやってるからこういう

醗に薦張って趣いてて、よれよれになって疲れき

玉欝§隼鴛羅

って、汗かいて雛て来てはるんです。私らも、夜

までそんな崖て行かれへんわって愚ってても、髭

生の姿を晃ながら騰まされたんです。こういう人

達が頑張ってるというのが、私は希望っていうか、

「ぞうれっしゃユの中の希望みたいなね、命とい

うもの窪）。そういう文化であ義、命であれそう鵠

うやさしい心であむ、愛であむね、そういうもの

の火を縫やさず裟醸張っている学童の人たちがい

るっていう誕鱗だったなあと思いました。

一塚
　以毒毒、関野先生め童と昌こカ》くお置抹み轟こ歌を歌わ

ない人には宿題を鐡すっていうのをやっていて、

その時に父母の人たち1ま、「5年、6隼となったら

すぐ中学を控えてるのだからどうするんだ」と。

籍題も欝さんかったら、「一部の先生は宿題をいっ

ぱい鐵して差が縷るのじゃないか盛という議i論が

あったそうです。その鋳私もやつぱ鯵不安はあっ

て「本当や、本籖や」という感じで、むこうの先

生のように宿題を議してほしいという気持ちがあ

拳ましたむでも、その時うちの子どもが1敦のコン

クールに墨たんです。「うちのクラスは墨しますか

ら」と先生がずっと練習させてたんです。宿題な

しで。すごく不溝はあったんですが、うちの子が

たまた豪ピアノの握塞でもともと無導な子だった

んですが、それからなんか生き生きしたというか、

その先生にひつぱむ患してもらったおかげという

か、ほとんど蝶んなかった子が、喋るようになっ

て、窓繕を持ったんです。それでやつぱ穆、そう

いうことからして、私もその須から「ああ、やつ

ぱ婆繕題、窓題ってそればっかむでもちょっと考

えを改誇ないといかんな」と思うようになりまし

た。このヂぞうれっしゃ」で、その裁条先生がお

絵書きした暗紅探梅の絵でもいいんだよ」と言っ

た時に、子どもがすごく喜んでいる様子を見て感

延したんです。「露分の好きな絵3といわれた詩に、

私がもうちょっと早くこういう藤に参撫していた

らどうだったのかなとすごくくやしい悪騒をしま

した。だから、この「ぞうれっしゃ」に参撫して

私はすごく今ではほんとに、毎醤練響紅来る度1こ、

子どもたちもいろいろ見てね、野き勝手してる子

も躰ろいろ耽るんですけども、でも、それがだめ

だっていう見方はなくなっていきました。うちの

子に薄して、これまでとにかく蒜これはダメ」と

考えてしまう棒緩みの中に入っていましたが、な
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んかちょっと考えさせられるって雛うか、だめっ

ていう“だ卑が畿る麟紅「ちょっと待てよ」と考

えるよう毒こな鯵ました。建1分の子ども垂こもわっと

怒鴨蓼たくなる、　「簿考えてんの！」と善う鋳に

ちょっと麹く葺を持ってきたって騒うか、すごく

これで勉強させら蕊ましたし、私窪身が変わった

なって思うんです。だから、今すごく学校の先生

力量子どもと関われてい窮ですね。私も学校の完盤

でも｛考でもないですけども、／卸さい子というか、

子どもに麗わ警たいと悪難ます。エネルギーを籔

鞍凄来るというか、馨分が醸張るぞって、ぞくぞ

くしてくるような感¢っていうか。　（笑い〉よか

ったです。

一錐末
　許どもに韓してやさしくなれるってことは、本

当に素晴らしいと思うんです。

一鰹野
　この子は「侮考えてんの」と、とにかくiっの

枠総みの中で動いてる子ごやないと「あの子はも

う、舞考えてるの？」という考えがちょっとあっ

たんです。でも、今は子どもでも大人でもとにか

く、いや、いろんな考えがあるし、子どもでも今

までなら「擁してるんだろう？Jとことでも、

「あの子はどういうことで、こういうことしてるん

だろう？」と考えていけるというか、とにかく子

どもがものすごくかわいいって毒うか、いとおし

いって善うか。

一松下
　なんかね、プラスのことをしてても、マイナス

のことをしてても、いつも受け入れられるって響

うか、「ああ、　この子はこんなんなんだゴ　と。

一難
　とてもこれで受け入れられると奮うか、讃っ込

みじあんだった子が、私を蒲まえて、ずっとして

きたから、あの子がすごく嘉とおしかったです。

（笑い／だから、小さい子どもたちがすごくかわ

いくて、で、今学校の完生ってい秘なあと思うん

ですけども。

一関野
　あまりにもね、学校の先生っていうのは訟、こ

こまでやらせなきゃいけないっていうのがあ彗す

ぎててね。

　　地球づく鞍と文化活動

一鈴木
　異体的に学校に磯み付いていくのは、今害われ

たような管理力主義だよく養われる婁葉ですけど

も、それ．に薄鋭していく一つの考え方な静、購え

なリオ》ら、異体的な方法な彗力書畿てイ幸くと思うん

ですよね．で、講甕運動と誉うんですか、この学

童、ようは教＝薄文｛匙運動、くくっちゃっていいと

想うんですけども、その中で今、護われたような

発想っていうか、簿か一致鬱結、連鬱するの1こ考

えを一にしてから、行動するんじゃなくて、鴛動ず

る中で共縫や連帯、共感していくつて言うんです

か、そういうものを鐸っていくつていうのかな、

要はかつて1ま考え方が一緒でな1すれば一緒睾こ動か

んっていう労鱒戦線があったと思うんですけど、

今の一つ、一つの毒甕運動の中でこれだけ発展し

ていっている、牽渓運動の成熟というような言騒

方をされるんですが、それはいろんな慰雛を持っ

た人がどこかで共選点を持って、力を嘉し合って

凝鑛し1合うというか。だから、みんなにそれぞれ、

童舞なり、露分なりの文化なりを持ってるんです

よね。子どもも講堂に集めて一色蟻1に敬うたえと

誉ったら、生き生きしなも｝のと講じように、子ど

ももそれぞれ嘗分なりの盤罪なりを持ちよってい

く、今墾も舞台に乗って、押し合いして落ちて泣

いたとか、いろいろといます、歌だけのことは懇

懇に書かないんですね。「あの子1ま後ろから麟薩て

きて、私は蒲で藤打った」とか、一生懸命書籍てる

子もかな幸いるんですね。そういうふうな露分の

見方って浪うものを残しながら、人と関わってる

っていうかな、それはもう、私らも子どもと講じ

なんだなということを、作文を談んでて感じたわ

けなんです。だから、子どもはよく分かってるっ

て言うか、そこにこそ、依擁した恥なって言うか、

子どもを取警巻く全ての人がこうと§うふうなこ

とを感じるというか、だから、そういったものの、

今璽の「ぞうれっしゃ」の成駒というものの鍵じ

ゃな雛かな。先程の、次の課題っていうこともあ

ると思うんですよね。これが成約して、次はこれ

を越える歌でなくてもい静んですΦ次、どういう

、曝に子どもたちの希望をつな雛でいくのか。

一講嬢
　寝麗鱗の中の地域運動っていうの慧ね、子ども

に関わる地域運動っていうのは、基盤にあったと
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思うし、その中に震1かれて雛る憂）は今おっしゃっ

た所なんです。それぞれの覆鉢がそれぞれの羅韓

の活動分野があって、それの持ち合わせがあって、

その埋め合いがあって、それが一つにならなかっ

たら、運動にならなも㌔そんな事がお互い紅持ち

昧を生かしながら、お蓋［いの食さを認め合いなが

ら、なおかつ、嚢分たちのや箏たいことを鐵し合

った上で、お互い運解できあう範饗でね、して瞬

こうっていう事を続鍾てきたんですね。驚年もね。

それがやつぱ讐一つ、人と人とのつながりをね、

作鯵上げて来たっていう。音楽というのはいわば、

人と人とのつなが箏、ある灘藩から言えば入と人

とのつながりがあるから、寝渥脚こも文鑑がある

んだ、そういう言い方をみなさんなさってますね。

それともう一つはね、露分たちの額鵠を縷し合っ

て、それが実現するって魏う夢が、象だ大きく実

理しては騒ないですよ。まだ、微々たるもんです

けど、その顯いが一つでも二つでも実一醸するって

ことは大人記しては、関わって来た人にしては、

主人公になったっていう．そういう髭方も鐵来ま

すしね。大人も子どももそういう意練では、まる

で一緒だなと、嚢分の鐵：番があって、露分が力を

鐵して、人とのつながむも広がって鑛懸が付雛て、

もっとやっていこうかな、しんどいけどやろうか

なっていう気持ちが生まれてくるっていうね、そ

んな事が饗1里謡を灘雛てて績びついて来るなって

悪騒ました。人から与えられた押し磐’けのものな

らだめだと思、うんですけどね。

一纏野
　主体的にね、やって雛かなきゃいけな恥し、寝

麗購もなかなか縷てたもんじゃないなって感じ参

しますね。

　　地域と両き薩す

一舞木
　今蟹の議し食いの習覆でどなたも「この寝屋辮

で懲来たっていう毒婁不思議だ」という欝’い方をさ

れました。今、鹿野先生は「接てたもんじゃな鵠」

といわれました⑪でもこの醤葉が鐵てくるという

のは大変心強蘇と思います。今曝の「ぞうれっし

ゃ」を見て、寝麗簿の策罷としての霞覚や寝渥鱗

での位置づけ1こついてどう評癒されているのかお

鐸響きしたいと愚躰ます。

一名慰

欝欝年強鴛

　この「ぞうれっしゃ3をやってきた簸む績みの

申で、奉峯に今羅のi月の末くら瞬こ§分§獲、

幾客を舞台に上げて、私らは下がってた方が恥い

のではないかとものすごい悲観してたんです。そ

れが、合購練蓼くらいから、特£子どもが変わっ

ていったんです。とにかく、当嚢も立ち発がでる

という戚瑞垂こ終わって、　もう嚢分蠧毒侮をやった

から、どうやったのがよかったのか、はっき鯵梅

も分からない献1態で、擁がどうなって成功したの

かな。分からないんです。だから、はっき撃叢っ

て懇ってたように失敬だったらね、梅でかなとい

ろいろ考えただろうけど、あま移1こもうま灘を飲

み過ぎて、後はトローンとしてるというか。だか

らね、このつながむがこのまま窮れるの隷寂しい

なと、それだけです。

一内灘
　躾、おもしろいなあと思うんですけどね。｛魏え

ば今醸でしょ、それからいま豪で垂こあすなろフェ

スティバルでしょ、そして文化フェスティバルと。

音楽魏会もあって、これからチャ婆ティーコンサ

ートもあ讐ます。ぷッボとすごいのがあるんです

よね。ところが、上からじっと寝屋遡雍愛を見て

みると、藍直書って、饑えぱ、校方のように人形

藤彗のサークルが2轡も3嚢もあるわけではないし、人

形麟がいくつあるかというと毒蔑鑓体でいうと2

つくらいでしょうaそういうところでは実擦はし

んどいだろうねど、簿か大きい事がパツパツと起

きるんですね。というの縁、起こしてるのは纏え

ぱ労縁縫合とか、童鶴の方とか、文亀運嚢でやっ

てるんじゃないんですね。それぞれ嚢分の頷絨で

一生懸命やってる人が、簿かの鴛事にパッとやっ

ている、だから本当に文化鉦鍾するそういう領域

が『やつぱ静あるんだなあ」と懇籍ます。カを入

れ、てぐっと鐵来る。こういう翫なのかなあって気

がしますね。

　　地遽でつなぐ子どもと大人

一名緯
　僕は、今度のこれに関わって、今護ったように

思いが伝わってなかったというわけじゃないけど

も、子どもたちがこれだけ来てくれたって事慧、

子ども自身も湾かをや参たいという思いがあるん

じゃないか。だから、それを子ども1こ勝手にやれ

ではなく、ゼこういう事がやれるんや」と霧や大人
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が提起してあげると、これ．だ静の子どもが集まる

んですね。ところが、今は魏欝重ん．霧が余馨が

無さ遍ぎると思います。縛縄的金縷も無いようだ

しいろんな意殊で忙しい嚢寺代だから、そんなに子

どもに関わってられな鯵という穀溌があむます。

それがやっぱり夜の練習紅子どもを連れて、わざ

わざ鐡てくるのは葎亡しい、いやや。おまえもち

ょっとやめとけ。」　と．　ところ力雪、「子どもだけで

も難の霧が連れて行こうやな恥力㌧となると霧も

茎響くらいは鋳鶏をさいて、せっかく子どもが趨

るのだから晃紅行こうかと変わっていきます。や

つぱ静まず、子ども垂こはこういう機会をどんどん

与えてや馨た恥と懇鑓ますむいかにして鰻にこれ

だけの余搭を持ってもらうか。だから、飼1人かは

子どもを連れて、この数は疑いから、や導たいか

らということで参超してく義た親子も、ずっと当

窮から練習に参擁してくれた人もおるんですね。

「子どもたちも欝かをや箏ない」というのが今度

の成端の一つと思う。そういう機会を与えてやれ

ば、子どもも臆馨彎入パッと集まるし、そこへ霧も、

今難の場合は最終的紅は逆転して、霧もしょうが

ないからついて行こうかと饒客の動嚢があった。

だから、それが最窮からどっと来ればね、誰がお

んぶをする事なしに一声だけで集まる。かなむ、

強熱な学童の子らへのアタックはあったらし雛が

僕らが行くと、簸らん匿1紅どんどんすすんでいる。

そういう人と人とのつなぐ人も必要だと痛感しま

した。

一鈴木
　最後婁こ欝蟹先生の方から、今まで言われたもの

紅絶して、子どもが今後地域で樗をや彗たがって

るのか、今醸の活嚢を通してどう見られているか

について1震潤をして終わ酵たいと思います。

一関野
　子どもみんな菰とって充実懇iがあるというの

は、一人一人が、たとえはじめは大人紅ひつばら

れたものであるにせよ、だんだん主体的になって

きて、塞分の感動を欝分のものにし、そして最後、

舞台の上で歌えたって秘うのは、蕃労しながら露

分が露分の力で欝己実理できたっていうかね、そ

ういう溝建感というか、充実感が一人一人あって、

戚豹と誉えると懇窮ます．その馨呂実現の充実感

というのが、今の嚢分み懇碁をまた違う人に、伝

えて行謬るという、そういう秘語た充実感ですご

く解るい希望がある。私もこれをや琴ながら、み

んなの心の中に火が灯るっていう、そんな懸賞に

なるんですねむ歌ってた人、聞いてくれた人、み

んなの中に「ああ火が鰐っているな」というよう

な気持ちがあるんです。だから、次にしょうという

ことは、そういう灯った衆をまた次につなげて響

くっていうか、人1こその火をまた分けて行くって

いうか、翼偉的に響っていうのかはまだ分からな

いけれど、なんかそういう梅を大窮にした取穆緩

みをしたいな、そしてしていかないといけないな。

一鈴木
　その言葉の次に、本当にこれからが忙しくなる

んだろうと患うんですけれ．ど、今麟秘ろんなお謡

を一纏に縫いていて大変有意義な子どもに録する

暖か馳§っていうのが転わって来ました腔ちょっ

と残った問題として、婆一ダー憂）総懸があ静ます。

子どもの婆一ダーもそうですし、「はじめはいやだ

いやだユと言って雛たピエ欝役の芳のように、普

選のお父さんの方も婆一ダーになっていくつてい

うプ慶セスっていうのはどうなのかです。そして

強力な今一ダーの存産も欠かすことはできません

が、少し話題皇こな穆ましたが人と人とをつなぐ、

それも無礫矢遷ひっぱってくるのでなく軽重）ば

「さ管げなくゴ掘手の気持ちを撰き窪しながら、

こうした本当の文匙へ身体や心を振かせていくこ

との毒来るような饑きかけの餓来る人をどう膏て

ていくのか。これは今後、地域文花浩歎を考えて

いく際に目を海けてみた魏課題です。今欝のお謡

は、まだ豪だ一難だけを伝えていただいたと懇軽

ますが、みなさんの秀でも｛蕃か整遷でもしていた

だけたら、幸鯵に思っています。

　本当に今霞は、大饗なお暗馨をさいて魏ただき

ましてあ参がとうございました。どうも、ご苦労

様でした。

4．地域を編集する教緬像

（i／人鷺縫係が実感できる体験

　次に、このコンサート麗鮭の実行委員のなかで

教麟の立場から中心的な役割を握った小学校の関

野氏からの単独の獲1き取りを中心に、地域の人々

をつなぐコーディネーターとしての力量、主に筆

者の露葉でいう「地域を纏集する能力弾の基礎に
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あたる藻分を探ってみたい。

　この実践には学童保育の指導員（毒教官委員会

湧管／はもとよ参幾人かの教麟が参癒し、学校で

の授業や行事を通じても準騰が進められてきた。

音楽や美術の教麟が学校とはやや異質な力量を発

揮している。

　まず、この活動の成功について縫野氏はゼ一緒

に歌っている大人を見て子どもたちが安心して声

を黙す。その姿に大人も一生懸命になる」という

橿互作羅に着覇している。

　「子どもってすごく大人を覧てるし、大人も子ど

もを発ながら、見られてる、ってことを感じながら、

お互いにすごく成長することを体験しました。つ

ま鯵、選蕪というのは重要なポイントですが、そ

ういう鶏子で歌って、しかも、霧子で共感し合え

るものがあれば、子どもはのびのびと安心して声

を饑して紳びるということです。子どもがキョロ

キ葺窟するのは、いつもの事なんですけども、学

校ならば先生が冤張っているので動かれな雛か

ら、キ3欝キョ冒しません。子どもはキ翼ロキョ

凝しながら一生懸命幾魏てるんです。そして、大

人にとっても、お母さんたちの子どもをみる騒が

侮とも優しくていいんです。i幾に見られて碁る、

支えられている中で、子どもの繕謹1代の少隼雑な

辱のつな毒麦リカ婁鐡来るのだと思います。」

　そのなかで子どもたちにどういつだちからを育

てようと考えているのかについては次のように述

べている。「友達であれ、大人であれ、そういう人

を儀じられるっていう心を育てたいと思っていま

す。一緒1こ歌うこと巌、人の声が驚こえるわけで、

飽の人の声を闘いて嚢分の声を合わことになっ

て、人の声が縫こえてくることは、自分も一緒紅

そこまで声をださな雛といけない。声が麗こえて

こないと不安になるんです。今、卒業式の歌を学

校で練習しています。惹起の懸で簸擁の一小簾の

離れたところを声に鐵してピアノ伴奏に入るんで

す。ところがその声を鐡さないんです。子どもは

勉の声を縫きながら露分も声をどう離そうか、ど

れ，くらいの声を超そうかとそういう感覚で歌って

いるんです。そうすると逆に声が麗こえてくると、

鯵藤年i2鰹

こたえなくちゃいけない。そういう権互ぞ乍驚の中

で、心のつなが穆というか、心強さというか、そ

ういう気持ちが沸いてくるんです。まわ彗の声が

いっぱい麗こえてきて、濤分も一緒紅なって歌っ

てるから、心強いんです。」

　では子どもたちの様子を見ると、「ある子が捲揮

者の入麺匿うまいね識と言われたんです。ちょう

どその後、その子の学校で麟があったんですが、

そのうまいねと養われたことにすごい雲叢がつい

て、その麟で主人公をや陰ソロも敬いました。そ

の察緩がまた、罪ぞうれっしゃ謹の練習に持って爆

ってきて子どもたちの中にその轡繕を持った声で

返してくれました。このことでまたまわ！）の子ど

もたちがそれにひつばられいい声を鐵すようにな

りました。子どもは、声を醜きながら自分の声を

鐵しながら育つんだなあ。そんな中で安心感や信

頼感を言葉じゃなく身体で覚えていくのだと思い

ます。」

②子どもと表現文化をつなぐ

　コンサートの舞台づく吟に嚢祭して、練習露の詩

懸をとってぞうの絵づく警がおこなわれた。「子ど

もたちに象の絵を下書きさせたんです。その下絵

を北条先生がいくつかピックアップして子どもた

ちに色をつけて恥きました。その下絵を選ぶ鋳に

どういう観点で選ぶのか闘鵠たら、番一番象らしく

ない象遜　とおっしゃいました。ああなる縁どなあ

と思いました。それはもう子どもが象になってる

絵というか人間的な絵なんです。子どもの書く象

は大鷺みたいなんです。象らしくない象という。そ

ういう感じの絵を選んで態穆ましたゴと。ここで

は子どもたちが嚢分の中で、意識として今までボ

ンヤサ歌ってきたものが、絵に書いて霞分の鎖の

申でイメージし意識化することによって歌ってい

てもそこの声がはっき参するのだと考えられる。

　また、学校での子どもと比べて「だいたい学校

でやるとどうしても子どもの声を一つにしようと

する傾向があるんです。ところが学校外に鐵ます

と、子どもも私も教麟じゃなくなるから障こうい

うふうにしなさ誓惣とは震いません。だから、子

どもは露湊紀声をだすんですけど、だんだんいろ
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んな響きがあるんです。ゴ「学校では白蜜Cやな魏

んですよ。声蜜すときは。先生にぎはい、こうし

なさい書と震われ，たら、どの子もその声をださな

いといけない。でも、こっちは違うからね。学校

外だから。それだけ学校は管理社会になってるん

ですね。学校にいるだけで子どもは枠の中に入ら

ないといけないし、無還した声じゃなかなかいい

ものが出ない。」

③　教麟の見通し

　今躍の活動にあたっての見通しについて鱒野氏

は「自分が感動したことを人々に伝えること解で

きると懸ったからや参はじめたゴとい鵠つつ次の

ように遊べた。「歌とか、歌の中身と露分を結びつ

けるっちゅうか、作業を通してイメージづくりっ

ていうんですよね．自分のものとして子どもに身

につけさせたいと思い豪した婦

　しかも、「新しい音楽文化を麟遺していきたい。

だから、どんどん私たちの腰躰や要求が変わって

いくから、その先蟻を行く歌を歌って魏かないと、

子どもたちの顯恥も、お母さんたちの顯いも歌え

ないんです．」歌声運動に鎗年近く参擁してきた鹿

野氏にとっていわばライフワークとして以上のよ

うに位置づけている。

　最後に、関聾氏はヂ校長以下、教職餐の集醗が

どう子どもをみるのかとか、そしてどういう子ど

もに育てるのかという点で一致できるからできる

んです」とつけ越えた。

5　まとめにかえて一地域づく鯵
の編集

　最後に、今羅の活動記録をもとに、今後地域に

生きる教鰯（教育者／の力量形成に麗する課題を

示しておきたい。

　地域の文化をつなぐ人と人との共瞬について、

重要な観点はその文化をある共霧の活動（潤えば

額をつきあわせて論議する、ともに汗をかくとい

ったものまでを食めて）に緩み立てつつ、少なか

らず懸値的方肉姓を指し示す人、また、癒たに地

の人々にメッセージを発露できる人の養成であ

る。そのキーパーソンとなると馨わけ教麟の養成

論をつくっていくには、iつの専胃家であるとい

う噂門鑑のもつ糖考への傲慢着時尾修副

の払拭む毒薄提となる。

　こうした饑きを匿地域づく参の編集」という表

現した場合、これは地域のさまざまな活動をつな

ぎ合わせそこに意味づけをおこなっていく作業だ

と誓える。験嫁にとって編集とはあるシーンとあ

るシーンをつないでいくことである渉、単に構鞍

の時間的歴史的経遜やある現実の空隠約想像的広

解りを示すだけでない。つなぎあわせる異質なシ

ーンとシーンのつなぎ目にある隠れた部分を想定

し、麟：像を見る覆輪こ露華造性を喚莚するものである。

したがって、地域づく参の纒集とは、異質な事梅

や人、テーマ・課題のつなぎ識こ隠れている新た

な発見を晃通し、つなぐことの意味をつねに主題

としな力量らiつのストー婆心を完威させる｛垂垂きと

なる。

　その場合、教麟の地域活動にお騨て、重要なこ

とは、まず、地域にいかなる要求や必要があるの

かを調査分新し、その分析方法にお躰ても、地域

の問題点を一般化された方酪ではなく、その土地

の文化の錘史的到達点な恥し転換点に位置した

人々の持っていた課題を文籔化して考える撹点が

不可欠となる。つま拳、地域姦こおける教育・子育

て協購がいかにその地域（人々の生活圏〉で公共

的な意義をもつのかを、現実の学校教奮活動のあ

ウ方の関係の中で顕在化させていくことであると

言える。

　　　　　　　　6主3

葺　匿藤緯諾一郎　合囁講威　ぞうれっしゃがやっ

てきた曇全音楽譜鐡叛種、婚髄隼

2〉小遙隆罵ド合畷緯懸奮ぞうれっしゃがやってき

た湛とともに三…三年闘」ζ歴史地遷教青書婆護6号、歴

史教育者協議会、欝舖年§月、§．56一登、解。

3〉寝蟹多き1灘こ尉継年絹現産、3紛学童繰育

　（内23が教畜委員会奮管〉暮軽，238名の鷺童が姦

籍して耽る（全蟹学童保蕎連続協議会疹学童｛呆青

　の実態講登のまとめ謹i§94年蟹1月より〉。

鱒幾稿「地域に措く学校文化」罫教科外活動を麟
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@垂．i

@毒．茎

@§．22

臨浬麹うたごえサークル餓議会総会で漢窯　寝毒教継紅訴え

ｿ畿囎入会議（銘参細　　　（§鵠簿末羅弊へ騰〉
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§，玉尋 事務罵会議学童の捲導轟の特懸レッスン 茎．欝 「おおきなおおきなぞうを欝とうつくろうゴ
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参瀕え
ｾき豊紙芝農

主．2§
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舞奮の濡れ紅ついてスタッフ警ち愈せ

w童像青勝の倉岳レッスン
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癒羅式台醗のたあ断れる
@　　　　　　実得委翼長決まる（わらべ事乾乗賃）
激bスン襲始　｛碁4名参望薙）　　一ぞうれっしゃノ｛ンフ発費

　
i
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解
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@　　　　倉堪（i、2、ア、猛章｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム警戒・闘魂

§．2欝

T．鷺

ﾁ．翼
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@鑓濃してもらうサークル騒捧
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@　燕麹続決意
@確絹よ箏学盤で練習羅鈴
@．チケット綴織2。㈱綾羅糠　　　　　第懸濃墨会議

ｵ務罵僉議
Q睡郷健康豪つ彗｛約踏名参繍
喆装巣cスン｛大人舗、子ど頓§名）

謳q醸実費委興会（マ名参　鱒
@・参撫学童§彫に淡まる
@　チケット鵬翼標　3．駐登毎披醗海　2．懸§§狡騒標

　i．濾

P2．2
@2．3

p
ヒ
｝
1
…

纂7懸案鴛蚕聲会　この購煮でチケツ獲麟春敏
@　　　　　　　　麟籔、憲饗の総藻確認
荘芬d込み投煮舞台練饗　ゲネプ節　鶴書名以上

ｹ購申　サハーサル
h鋳醗演　尋購欝分終了
@　　　　舞台で塞とめ　子どもたち毒こジュース
@　　　　　　　　　5：講　スタッフまとめ
@　　　　　　　　　61騰　鞭ち上げ
@食糧蟹　大人懲尋名（男鴉、女暮劔
@畢ども3駁名
@参擁煮（鎧濃饗も食めて）絢i．4む9名

る3て新墓健二飽癒著〉、労鶴旬報縫、聾蟹葬、夢、

83～β、85

5）聾上英夫ゼ地域を子ども・青隼の活舞台に善ぎ子

　どもの文牝権と文化的参捷書麩藤一子・増幽均纏、

第一書躰、鰺§5年参照。

　　　　　　　〔参考文献・資料〕

・重森醗鑛毬共同と人糞発達の地域づく％自治棒
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